
函館市で開催された日本地震学会秋季大会函館市で開催された日本地震学会秋季大会

特別シンポジウム『ブループリント50周年－
地震研究の歩みと今後』の会場風景(10/16)

いくつかの論点

☆Elementary Seismology(1958)でRichterは次のように云っている．

☆前震があったにも関わらず北伊豆地震(1930)を予知できなかった
　ことに対して当時の新聞は「悔しがる気象台」と報じている．

☆松代群発地震を被った松代町長は「救援物資より学問が欲しい」
　との名言を残した．

☆地震予知計画研究グループによる『地震予知－現状とその推進計
　画(1962),いわゆるブループリント』では以下の様に最後の数行
　で10年後には地震予知が可能になるとの期待を寄せていた．

☆ブループリントでは予知は10年後と期待していたが50年後の今日
　になっても実現していない．単なるスローガンだったのでは？

☆総合討論の中で「予知」を可能と考えるかどうか会場に
　挙手を求める提案があり，可能派が多数となったところ
　で，予知の定義を巡る議論があり，自由討論へ移行した
　ものの，明確な結論に達することはできなかった．

☆ポスターセッションは連日，和気藹々で進められた．議論が白熱してくると各所で交通渋滞が発生した．



19681968年十勝沖地震で被災した函館大学年十勝沖地震で被災した函館大学

昭和40年開学時の函館大学校舎

校舎南面の被災状況

被災した函館大学校舎(左上の写真以外の３枚は校舎北面) 現在の函館大学

函館大学の沿革(部分)

十勝沖地震の被害写真は “General Report on the Tokachi-Oki Earthquake of 1968” published by Keigaku Publishing Co., Ltd., 1971 より引用させて戴いた．



何度も繰り返された函館大火何度も繰り返された函館大火

昭和9年3月21日函館大火翌日の十字街と焼失区域図(函館市の平成４年収蔵絵葉書資料より)

函館大火殉難者慰霊堂

歴史建造物の説明プレートに見られる函館大火は昭和9年のほか明治12年,40年など多数
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函館山に咲く野草の花々

赤レンガ倉庫群から見た函館山

函館山の登山道



　　　　　　函館から奥尻島へ向かう機中から撮影(2011年8月)
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函館の重要伝統的建造物群函館の重要伝統的建造物群

トラピスチヌ修道院 カトリック元町教会

ハリストス正教会

道庁函館支庁舎

旧函館区公会堂

聖ヨハネ教会

赤レンガ倉庫群


